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新はこだて

道南を農す

第１５回通常総代会特集

瀬棚 岡﨑 達郎さん

題名：マルメロード第52章

まるめ郎アルバム

Ｄａｙ：２０１7．4．3

編集後記
　新しくえすぽわ～る担当することにな
りました中田です。組合員の皆さんに楽
しみにしてもらえるような広報誌を作れ
ればと思っております。組合員の皆さん
には忙しい中で取材対応してもらうこと
もあると思いますが、ご協力よろしくお
願い致します。えすぽわ～るに対するコ
メントもお待ちしております。

（明） 移動金融車「ＪＡライナー」を
みてきました！
ボクも貯金しに行こうっと

JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材　料（4人分）

作　り　方

卵 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3個
ジャガイモ（厚さ5～8mmにスライス） ・・ 2個
タマネギ（スライス） ・・・・・・・・・ 1/4個
ベーコン（4等分）・・・・・・・・・・・・ 3枚
マヨネーズ ・・・・・・・・・・・・ 大さじ1
粒マスタード ・・・・・・・・・・・・・適宜
オリーブ油 ・・・・・・・・・・・・ 大さじ3
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

ジャガイモの洋風卵焼き

直径18cmのフライパンにオリーブ油大さじ2
をひき、ジャガイモ、タマネギ、ベーコンを入
れ、弱火にかける。7～8分炒め煮にして火を
通す。
溶きほぐした卵と（1）をボウルに入れて混ぜ
合わせ、塩で味を調える。
フライパンにオリーブ油大さじ1を熱し、（2）を
流し入れて底面を焼き固め、焼き色がついた
ら表裏を返す。フライパンより一回り小さいふ
たなどで上からぎゅっと押しながら底面を焼
き固める。
（3）を8等分に切り分け、マヨネーズとマス
タードのソースを添える。

（１）

（２）

（３）

（４）

トマトとタマネギのみじん切りを付け合わせると一味違

います！

「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい ともかず）
「キッチン晴人」のオーナーシェフ。
1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒業
後、都内のすし店で修業後、帰郷し懐石料
理を学ぶ。2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」をオープンし、
地元農産物を生かした料理を提供中！

料理
ステップアップ
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溜
ま
っ
た
堆
肥
を
堆
肥
舎
に
運

び
、秋
ま
で
発
酵
さ
せ
た
後
に

畑
に
ま
く

道南を
たがや

農す

先
を
見
据
え
た
経
営

　

岡
﨑
達
郎
さ
ん
は
農
業
大
学
校
を
卒
業

後
に
就
農
。
４
年
間
は
実
家
の
農
業
を
手

伝
っ
て
い
た
が
、
離
農
者
の
後
を
引
き
継

い
で
独
立
し
、
今
に
至
る
。

　
「
独
立
し
た
当
初
は
、
施
設
や
土
地
、

素
牛
な
ど
も
新
規
導
入
な
の
で
資
金
面
で

は
苦
労
し
ま
し
た
」と
話
す
。
し
か
し
、「
実

家
に
い
る
時
と
は
違
い
、
出
荷
す
る
時
に

自
分
の
名
前
が
出
る
た
め
、
責
任
を
感
じ

ま
す
が
、
そ
れ
が
逆
に
や
り
が
い
で
す
」

と
力
強
く
語
る
。

　

経
営
し
て
い
く
中
で
は
、
基
本
的
な
事

を
重
視
し
て
お
り
、
今
の
市
場
価
格
高
騰

に
対
し
て
も
、「
今
後
の
価
格
下
落
を
見

通
し
て
、
安
定
し
た
素
牛
生
産
を
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
規
模
拡
大
は
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
経
営
安
定
の
為

に
今
年
度
は
繁
殖
牛
を
６０
頭
く
ら
い
ま
で

増
や
し
、
次
年
度
以
降
も
さ
ら
に
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
規
模
拡
大
に
も
意

欲
的
だ
。

地
域
の
方
々
と
家
族
に
支
え
ら
れ

　
「
近
隣
農
家
さ
ん
に
は
、
受
精
卵
移
植

で
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た

地
域
の
青
年
団
の
仲
間
で
飲
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
の
気
分
転
換
で

す
」
と
笑
顔
で
話
す
。
そ
の
他
、結
衣
ち
ゃ

ん
と
玲
奈
ち
ゃ
ん
の
２
人
娘
を
見
て
い
る

と
癒
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

奥
さ
ん
の
野
香
さ
ん
は
「
子
育
て
が
落

ち
着
い
た
ら
、
今
以
上
に
仕
事
の
サ
ポ
ー

ト
も
し
た
い
で
す
」
と
頼
れ
る
一
言
。

　

地
区
内
の
肉
牛
農
家
で
は
も
っ
と
も
若

い
達
郎
さ
ん
だ
が
、
瀬
棚
町
和
牛
生
産
改

良
組
合
の
副
組
合
長
と
し
て
せ
た
な
町
の

黒
毛
生
産
を
盛
り
上
げ
て
お
り
、
今
後
の

地
域
を
担
っ
て
い
く
重
要
な
存
在
と
し
て

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　せたな町自慢のお米「北の白
虎」を醸した清酒です。
　香りを引き立たせる燗で飲む
のがオススメです！
　お米とお酒のセット販売も
やっています！

地
域
の
肉
牛
農
家
を
盛
り
立
て
る

頼
れ
る
若
き
農
業
者720ml　1,650円（税込）

1,800ml　3,100円（税込）
お問い合わせ／ ㈱こがね屋 Ａコープ若松店
 TEL0137-85-1322

イチオシの一品！

清
酒
／
北
の
白
虎

瀬棚区東大里

岡﨑　達郎さん
野香さん

たつ ろうおか  ざき

の　 か

繁殖牛　　31頭
育成牛　　14頭
黒毛素牛　  7頭

「いずれは家族旅行にも行きたいです」と達郎さん

子
牛
へ
の
哺
乳
は
、体
調
を
見

な
が
ら
与
え
る
量
を
調
整
し
て

い
る

１
頭
ご
と
に
糞
の
状
態
や
い
つ

も
と
違
っ
た
様
子
が
な
い
か
確

認
し
、体
調
管
理
し
て
い
る 

ゆ　

い

れ　

な

23



全 13議案と特別決議を原案通り承認

組
合
長
挨
拶
（
要
約
）

議長として議事を進行した
手塚昌宏さん（左）と白戸昭司さん（右）

力強く挨拶を述べる畠山組合長

特別決議について説明する
輪島専務

第１１回ＪＡ新はこだて組合賞
　総代会に先立ち、ＪＡ新はこだて組合賞の表彰
式が行われました。この賞は、各種表彰で優秀な
成績を収め、ＪＡの名を広めた組合員・組合員組
織に贈られます。

受
賞
者（
左
か
ら
）

【感謝賞】
大野地区　北斗市４Hクラブ（会長　澤田光一さん）
平成２８年度「北海道青年農業者会議」プロジェクト発表
『園芸・特産作物部門』において『最優秀賞』を受賞

【奨励賞】
七飯地区　七飯町４Hクラブ（会長　池田純也さん）
平成２８年度「北海道青年農業者会議」プロジェクト発表
『地域活動部門』において『優秀賞』を受賞

特集

平
成
２８
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
お
よ
び
注
記
表
並
び
に

全
国
監
査
機
構
の
監
査
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

決
算
報
告

日
時
／
平
成
２９
年
４
月
１４
日　

１０
時
〜

場
所
／
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
か
な
で
〜
る

出
席
者
／
４
０
１
名

　
　
　
　

う
ち
、
本
人
出
席　

２
１
２
名

　
　
　
　
　
　
　

書
面
議
決　

１
８
４
名

　
　
　
　
　
　
　

代
理
人　
　
　
　

５
名

　
昨
年
１１
月
に
「
農
協
改
革
に
関

す
る
意
見
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
の

究
極
の
狙
い
は
「
Ｊ
Ａ
事
業
の
解

体
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
は
自
己
改
革
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ン

プ
新
政
権
が
永
久
離
脱
を
表
明
し

た
こ
と
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
は
極

め
て
困
難
な
状
況
で
す
が
、
日
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
浮
上
の
懸
念
と
と

も
に
、Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で

も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
市
場
開
放
を
迫

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

継
続
的
な
要
請
運
動
を
実
践
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
昨
年
の

農
業
生
産
は
、
８
月
の
台
風
な
ど

に
よ
り
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
が
、
取
引
市
場
・
実
需
と
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
の
成
果
も
あ

り
、
最
終
的
に
合
併
後
初
と
な
る

３
１
１
億
円
を
達
成
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」

が
３
年
連
続
で
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

特
Ａ
を
獲
得
し
、
こ
れ
も
日
頃
か

ら
の
生
産
者
の
ご
努
力
が
報
わ
れ

た
成
果
で
あ
り
、
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
は
、「
第
５
次
地

域
農
業
振
興
計
画
・
中
期
経
営
計

画
」
の
実
践
初
年
度
と
な
り
ま
す
。

「
組
合
員
の
農
業
所
得
２０
％
増
大
」

を
第
１
の
目
標
と
し
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
「
組
合
員
相

談
機
能
の
充
実
」
を
第
２
の
目
標

と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
新
は
こ
だ
て
協
同
は
、
平
成
２９

年
２
月
１
日
付
け
を
以
て
「
株
式

会
社
」
へ
と
商
号
変
更
を
行
い
、

組
合
員
の
営
農
と
生
活
に
欠
か
せ

な
い
事
業
使
命
を
維
持
し
な
が

ら
、「
価
格
・
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
」

の
再
構
築
に
努
め
た
事
業
展
開
を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
と
一

層
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

を
図
り
、
当
Ｊ
Ａ
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
と
目
標
達
成
の
た
め
、
全
力

で
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
引
き
続

き
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
案

第
１
号　

平
成
２８
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号　

（
定
款
附
属
書
）
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号　

（
定
款
附
属
書
）
役
員
選
任
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業
経
営
事
業
に
関
す

　
　
　
　

る
当
組
合
の
同
意
に
つ
い
て

第
６
号　

第
５
次
地
域
農
業
振
興
計
画
並
び
に
第
５
次
中
期
経
営
計
画

　
　
　
　

の
設
定
に
つ
い
て

第
７
号　

平
成
２９
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
８
号　

平
成
２９
年
度
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
９
号　

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

第
１０
号　

（
附
属
書
）
監
事
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１１
号　

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１２
号　

土
地
改
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１３
号　

役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
２８
年
度
徴
収
・
納
付

　
　

状
況
の
報
告
に
つ
い
て

特
別
決
議

「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
に
関
す
る

特
別
決
議
」
に
つ
い
て

　
平
成
２８
年
度
事
業
報
告
で
は
、
販

売
総
額
３
１
１
億
円
を
達
成
し
、
初

め
て
３
０
０
億
円
の
大
台
に
到
達
し

た
昨
年
を
上
回
る
過
去
最
高
の
販
売

実
績
を
達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
品
目
別
で
は
、
米
穀
は
品
質
面
で

稔
実
籾
数
が
不
足
し
タ
ン
パ
ク
値
は

高
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
が
、
有
利

販
売
等
に
努
め
昨
年
を
上
回
る
３５
・

８
億
円
の
実
績
で
し
た
。
野
菜
は
、

昨
年
８
月
の
台
風
１０
号
の
影
響
に
よ

り
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
直

ち
に
緊
急
販
売
対
策
会
議
な
ど
を
開

催
し
安
定
販
売
に
努
め
た
結
果
、
果

実
も
含
め
て
過
去
最
高
の
１
２
１
・

６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

馬
鈴
薯
は
昨
年
を
上
回
る
実
績
と
な

り
ま
し
た
が
、
畑
作
物
・
花
卉
に
つ

い
て
は
昨
年
を
下
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　
酪
農
畜
産
で
は
、
生
乳
は
高
齢
化

に
よ
る
離
農
等
に
よ
り
減
産
傾
向
が

続
く
中
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
の
生
乳
増
産

奨
励
対
策
や
乳
価
の
値
上
げ
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
６１
・
８
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
個
体
販
売
は
、
出
荷
頭
数
が

減
少
し
た
も
の
の
価
格
の
高
騰
に
よ

り
乳
用
牛
・
肉
用
牛
と
も
に
昨
年
を

上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
肉
豚

昨
年
を
上
回
る

販
売
高
３
１
１
億
円
達
成

１
億
円
を
超
え
る

配
当
を
決
定

　
剰
余
金
処
分
案
で
は
、
出
資
配
当

金
と
し
て
出
資
金
の
１
％
の
３２
百
万

円
の
配
当
を
決
定
し
ま
し
た
。
事
業

分
量
配
当
に
つ
い
て
は
、
肥
料
や
飼

料
等
に
対
す
る
事
業
分
量
配
当
金
が

５５
百
万
、
特
別
事
業
分
量
配
当
金
が

１５
百
万
円
な
ど
合
計
１
億
２
百
万
円

の
配
当
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
の
審
議
内
容
や
意
見
・

要
望
は
、
理
事
会
な
ど
で
十
分
な
審

議
を
経
て
今
後
の
農
協
運
営
に
反
映

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
も
農
協

事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【JA北海道大会決議事項の着実な実践に関する特別決議】

　平成２７年に開催した JA 北海道大会にて、「農業所得２０％増大」「新
規担い手の倍増」「サポーター５５０万人づくり」などの大会決議事項の実
践にあたり、それぞれの役割を再確認したうえで、力強い農業と豊かな魅
力ある農村の実現を目指し、JA グループ北海道が一丸となり自己改革を
着実に実践していくことを決議しました。

第5次地域農業振興計画・中期経営計画の初年度がスタート
『次世代に継承できる、将来を見据えたJAづくり』に向けて

は
、
取
扱
頭
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、

価
格
が
昨
年
を
下
回
っ
て
推
移
し
た

こ
と
に
よ
り
４
・
２
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
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例年実施している保育園児と農作業交流を行っ
た時の様子。「またこのような機会を作り、地域の
方 と々交流を深めていきたい」と語った。

Introduction

さ
んとなりの農家

～農家の現場へズームイン～

吉野　公一 部長（36）
ＪＡ新はこだて青年部／七飯基幹支店地区青年部
よし　  の こう　 いち

部員数：37人　設立：平成19年２月

部員間の親睦を深めて
より活発な活動を目指す

七飯町で毎年行われている祭りに
参加し、太鼓を披露している吉野部
長。「太鼓を叩いている時はすごく
楽しい」と笑顔で話してくれた。

▲トマトの育苗管理をしている手塚さん

　

知
内
町
元
町
の
手
塚
真
広
さ

ん
は
、
水
稲
・
ト
マ
ト
・
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
を
作
付
し
て
お

り
、
今
の
時
期
は
ト
マ
ト
の
育

苗
管
理
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
営
農
し
て
い
る
。

　

ト
マ
ト
は
今
年
３０
ａ
ほ
ど
作

付
し
、
品
種
は
「
麗
華
（
れ
い

か
）」。
出
荷
は
７
月
中
旬
か
ら

１０
月
下
旬
ま
で
続
く
。
栽
培
に

つ
い
て
「
今
時
期
は
育
苗
管
理

の
徹
底
に
よ
る
健
苗
づ
く
り
が

重
要
で
、
定
植
後
は
夏
場
の
高

温
対
策
に
注
意
し
、
ハ
ウ
ス
内

の
換
気
や
遮
光
ネ
ッ
ト
な
ど
で

対
策
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
「
収
量
増

と
品
質
向
上
が
目
標
で
す
。
そ

の
た
め
に
適
期
管
理
作
業
を
怠

ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

〈
取
材　

知
内
支
店　

藤
澤　

純
一
〉

▲収穫作業をしている大川代表（右
）と寺分課長（左）

温
泉
熱
を
利
用
し
た
甘
く
て

お
い
し
い
ト
マ
ト
を

大
川 

淳
一
さ
ん（
51
）　
　
ト
マ
ト

お
お
か
わ  

じ
ゅ
ん
い
ち

乙部

収
量
と
品
質
向
上
を目指

し
て

手
塚 

真
広
さ
ん（
35
）　
　
ト
マ
ト

て   

づ
か　

ま
さ 

ひ
ろ

知内

　

有
限
会
社
お
と
べ
フ
ァ
ー
ム

（
大
川
淳
一
代
表
）
で
は
、
温

泉
熱
を
利
用
し
た
ト
マ
ト
栽
培

を
行
っ
て
い
る
。

　

収
穫
作
業
は
３
月
末
か
ら
８

月
中
旬
頃
ま
で
続
き
、
ピ
ー
ク

時
に
は
日
量
２
０
０
ケ
ー
ス
に

も
及
ぶ
。
今
年
の
出
来
栄
え
に

つ
い
て
は
「
春
先
の
天
候
に
恵

ま
れ
、
実
も
大
き
く
品
質
・
収

量
共
に
良
好
」
と
話
す
。

　

営
農
上
、
毎
日
必
ず
観
察
し

て
細
か
な
変
化
に
注
意
し
、
適

期
管
理
を
心
掛
け
て
い
る
ほ

か
、
水
稲
・
馬
鈴
薯
等
も
作
付

け
し
て
い
る
の
で
、
効
率
的
に

作
業
し
て
い
る
と
の
事
。
今
後

に
つ
い
て
は
、「
社
員
を
は
じ

め
若
い
人
が
育
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
将
来
的
に
大
い
に
期
待

し
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
た
。

●
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
活
動

　
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

今
、
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
「
部
員
間
交
流
」
で

す
。
大
沼
支
部
と
七
飯
支
部
で

は
農
作
業
内
容
が
異
な
る
た
め

都
合
が
合
わ
ず
、
な
か
な
か
交

流
が
出
来
な
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
も
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
、
親
睦
会
等
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、

も
っ
と
部
員
の
参
加
数
が
増
え

る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
、
青
年
部
員
に
求
め
る

　
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

と
に
か
く
様
々
な
交
流
会
や

地
区
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
ほ
し
い
で
す
。
参
加
し
て

色
々
な
方
々
と
話
を
す
る
こ
と

で
学
べ
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
、

親
睦
も
深
ま
る
の
で
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
役
員
と
し

て
は
一
般
部
員
の
方
々
の
考
え

て
い
る
こ
と
も
知
り
た
い
の
で
、

意
思
疎
通
の
た
め
に
も
交
流
し

た
い
で
す
。

●
吉
野
部
長
に
と
っ
て
青
年
部

　
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　
「
様
々
な
方
々
と
出
会
え
る
場

所
」で
す
。部
長
に
就
任
し
、色
々

な
所
へ
出
向
く
機
会
も
増
え
る

中
で
、様
々
な
世
代
の
方
や
他
地

区
の
方
と
話
す
事
が
出
来
る
の

で
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

特
に
、他
地
区
の
青
年
部
長
と
話

を
し
た
際
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
、非

常
に
有
意
義
な
場
で
し
た
。

●
営
農
す
る
う
え
で
気
を
つ
け

　
て
い
る
事
は
何
で
す
か
。

　

昔
か
ら
、農
作
業
は
家
族
の
み

で
行
っ
て
い
て
、少
人
数
で
効
率

よ
く
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。経
営
内
容

は
大
根
・
長
ね
ぎ
１.５
ｈ
ａ
、人
参

約
３０
ａ
、枝
豆
約
６０
ａ
を
作
付
し

て
い
ま
す
。皆
様
に
お
い
し
い
野

菜
を
提
供
出
来
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
！

〈
取
材　

七
飯
支
店　

営
農
課　

花
田
有
希
〉

青年部
facebook更新中！

地域のつながりが見直され、ますます重要になる昨今。地域を担
う若きリーダーの皆さんに毎月インタビューします。

連続インタビュー

リーダー ボイス's Leader's voice

〈
取
材　

厚
沢
部
支
店　

佐
藤　

洋
輔
〉
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TOPICS
トピックス

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

米穀 青年部

総務

若松 北渡島

畜産 北斗若松地区での組合員懇談会の様子

様
々
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
る

各
地
区
で
組
合
員
懇
談
会
を

開
催

　

４
月
３
〜
５
日
、管
内
８
箇
所
で
組
合
懇
談
会

が
開
か
れ
た
。

　

組
合
員
懇
談
会
で
は
、平
成
28
年
度
の
決
算
概

要
や
平
成
29
年
度
事
業
計
画
概
要
、さ
ら
に
は
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次
地
域
農
業
振

興
計
画・中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て
説
明
。参
加
し

た
組
合
員
か
ら
は
、女
性
農
業
者
の
J
A
運
営
参

画
や
新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
な
ど
、様
々
な
意

見・要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

今
回
出
た
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、今
後
、理

事
会
で
協
議
し
、事
業
運
営
に
反
映
し
て
い
く
。

試食を勧めながら販売促進する生産者

さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
へ

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」

Ｐ
Ｒ
販
売
促
進

　

厚
沢
部
地
区
稲
作
部
会
の
役
員
と
米
穀
課
は

４
月
９
日
、ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
函
館
昭
和
店
で

ふ
っ
く
り
ん
こ
の
販
売
促
進
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
３
年
連
続
で
特
A
を
獲
得
し
た
ふ
っ
く

り
ん
こ
の
さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
を
目
的
に
実
施
。

　

生
産
者
ら
は
試
食
の
お
に
ぎ
り
を
買
い
物
客
に

勧
め
な
が
ら
積
極
的
に
P
R
し
て
い
た
。

　

参
加
し
た
山
田
智
稔
部
会
長
は「
お
い
し
さ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

出
荷
さ
れ
て
い
る
と
い
う
生
産
者
の
努
力
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
た
。

講演を真剣に聞く参加者

主
産
地
の
取
り
組
み
学
ぶ

道
南
肉
牛
セ
ミ
ナ
ー

　

道
南
和
牛
振
興
協
議
会
は
３
月
22
日
、八
雲
町

で
道
南
肉
牛
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。管
内
の
肉
牛

繁
殖・肥
育
農
家
な
ど
約
40
人
が
出
席
し
た
。

　

研
修
で
は
、十
勝
農
協
連
の
西
部
博
寿
畜
産
部

長
が「
十
勝
の
和
牛
振
興
に
つ
い
て
」講
演
。資
質

の
高
い
子
牛
生
産
に
向
け
て
改
良
目
標
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
の
吉
田
知
彦

氏
が
有
望
で
期
待
さ
れ
る
黒
毛
和
種
種
雄
牛
を

動
画
な
ど
交
え
紹
介
。道
内
主
産
地
に
お
け
る
取

り
組
み
や
種
雄
牛
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

熱心に聴講する木村部長（手前）

今
後
の
活
動
の
参
考
に

Ｊ
Ａ
道
青
協第

６６
回
定
期
総
会

　

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
は
４
月
５
日
、第

66
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。全
道
か
ら
２
０
０
名

以
上
の
部
員
が
集
ま
り
、当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
は

木
村
卓
也
部
長
が
出
席
し
た
。

　

総
会
前
の
研
修
会
で
は
、農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

事
業
の
実
践
状
況
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、広
報
活
動
の
展
開
な
ど
つ
い
て
質

疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
、役
員
改
選
で
は
Ｊ
Ａ
き
た

ひ
び
き
の
今
野
邦
仁
さ
ん
が
会
長
に
選
ば
れ
た
。

　

最
後
は
、出
席
者
全
員
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で

幕
を
閉
じ
た
。

鏡開きを行って祝う関係者

北
斗
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の

切
り
札
に

地
酒
「
発
祥
」
が
デ
ビ
ュ
ー

　

３
月
17
日
、北
斗
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
地

酒「
発
祥
」の
披
露
会
が
開
催
さ
れ
た
。披
露
会

に
は
畠
山
組
合
長
を
始
め
、関
係
者
約
１
０
０
名

が
出
席
し
た
。

　

完
成
し
た
純
米
吟
醸
酒「
発
祥
」は
、香
り
が

豊
か
で
味
に
深
み
が
あ
り
、す
っ
き
り
し
た
味
わ

い
が
特
徴
。「
発
祥
」と
い
う
商
品
名
は
北
斗
市

が
北
海
道
稲
作
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
つ
け
ら
れ
た
。

　

大
野
支
店
か
ら
の
栽
培
依
頼
に
よ
り
、原
料

と
な
る
酒
造
好
適
米「
彗
星
」を
生
産
し
た
北
斗

市
の
白
戸
昭
司
さ
ん
は「
自
分
が
育
て
た
米
で
こ

の
よ
う
な
お
い
し
い
酒
が
出
来
上
が
り
、う
れ
し

く
も
あ
り
誇
ら
し
い
。市
民
や
観
光
客
に
支
持
さ

れ
る
商
品
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
」と
話
し
た
。

設立２０周年を祝った組合員・関係者ら

節
目
の
年
を
記
念
し
、盛
大
に
祝
う

瀬
棚
町
和
牛
生
産
改
良
組
合

設
立
２０
周
年
記
念
式
典

　

瀬
棚
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
は
３
月
29
日
、設

立
20
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
開
い

た
。組
合
員
に
加
え
、町
や
関
係
機
関
な
ど
31
名

が
出
席
し
た
。

　

式
典
前
に
は
、北
海
道
酪
農
畜
産
協
会
改
良
指

導
課
の
岸
大
輔
課
長
が
優
良
な
牛
の
選
抜
と
飼

養
管
理
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

関
耕
二
組
合
長
は「
畜
産
業
界
を
揺
る
が
す
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、多
く
の
方
の
ご
協
力
に

よ
り
、こ
こ
ま
で
来
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、組
織
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

報告内容に聞き入る地区組合員ら

海
外
視
察
研
修
報
告
会
を
実
施

北
渡
地
区

農
業
担
い
手
養
成
講
座

　

北
渡
地
区
農
業
担
い
手
養
成
講
座
の
畜
産
科

は
３
月
16
日
、八
雲
基
幹
支
店
で
海
外
視
察
研

修
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、参
加
者
が
昨
年
11
月
13
日
〜

19
日
に
実
施
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
に

つ
い
て
、視
察
先
毎
に
発
表
を
行
い
、学
ん
だ
事

や
感
想
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
。

　

視
察
団
長
の
平
原
俊
哉
さ
ん
は「
今
回
の
経

験
を
微
力
で
は
あ
る
が
、地
区
の
原
動
力
、更
に

は
地
域
農
業
の
振
興
発
展
に
資
す
る
も
の
に
し

た
い
」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。
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渡島農業改良普及センターのホームページ

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！

http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/Osindex.htm

渡島農業改良普及センター
あぐりレッスン

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

３
月
に
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空

間
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
選
者
の
発
表
や

冬
季
ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
カ
ー
リ
ン
グ

日
本
代
表
『
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
』
の
本
橋
選
手
・

吉
田
（
知
那
美
）
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

サ
イ
ン
色
紙
等
の
当
た
る
ク

イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

来
場
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
を
投

稿
し
て
も
ら
う
等
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
Ｐ
Ｒ
に
取
組
み
ま
し

た
。

　

札
幌
市
内
で
、
高
校
卒
業
を
控
え

た
児
童
養
護
施
設
の
生
徒
向
け
に
、

調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
「
興
正
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
」
共
催
の
こ
の
取
組
み
は
、
高
校

卒
業
後
、
施
設
か
ら
巣
立
つ
生
徒
に
規
則
正
し
く

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
消
費
者
協
会
「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
」
吉
田

講
師
か
ら
の
「
食
」
や
「
栄
養
」

に
関
す
る
座
学
、
乳
製
品
を

使
っ
た
調
理
実
習
体
験
に
参
加

し
た
生
徒
は
「
自
分
で
作
る
と

美
味
し
い
、
今
後
も
し
っ
か
り

自
炊
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
新
た
な
販
路
開
拓

に
向
け
国
内
の
食
品
に
携
わ
る
バ
イ

ヤ
ー
を
対
象
に
し
た
「
第
１１
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国

産
農
畜
産
物
商
談
会
」（
３
月
７
、
８
日
開
催
、Ｊ

Ａ
全
農
な
ど
主
催
）
に
出
展
し
ま
し
た
。
て
ん
さ

い
糖
や
乳
製
品
、
北
海
道
米
、
小
袋
豆
な
ど
を
幅

広
く
紹
介
し
た
ほ
か
、
新
た
に
商
品
化
し
た
「
ゆ

め
ぴ
り
か
の
乾
燥
玄
米
入
り

グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
な
ど
を
試
食

提
供
し
、
北
海
道
の
安
全
で

安
心
な
農
畜
産
物
や
加
工
食

品
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

１ ほ場と苗の準備
（1）

（2）

（3）

（4）

２ ハエ類（タネバエ・タマネギバエ）の対策

ながねぎ定植時のポイント

水稲～育苗後半の管理と移植作業

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
と
「
が
ん
」
に
関
す
る
情
報
提

供
に
つ
い
て
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
で
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
た

「
世
界
が
ん
デ
ー
（
２
月
４
日
）」
に
合

わ
せ
、チ
ラ
シ
や
告
知
資
材
を
作
成
し
、

組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
「
が
ん
」

の
正
し
い
知
識
な
ど
情
報
提
供
す
る
と

共
に
、「
が
ん
共
済
」「
医
療
共
済
」
の

推
進
活
動
に
も
活
用
し
ま
す
。

※

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

写真１ ねぎ茎盤部に侵入した幼虫

写真3 苗での発病

写真１ 移植直前の健苗

写真２ 早期異常出穂した稲

定植後から収穫までの停滞水を防ぐため、ほ場の排水

対策を施しておく。

土壌診断を行い、定植ほ場のｐ Ｈ を6.0～ 6.5に矯正

しておく。

基肥の窒素過剰は定植後の根張りに影響するため、土

壌診断に基づいた施肥を行う。

栄養状態の悪い苗は活着に時間がかかるので、葉色が

薄い場合は、追肥や葉面散布を行ってから定植する。

（1）

（2）

（3）

主に５月中旬か

ら６月下旬にか

けて、育苗、定

植ほ場で被害

が発生する。成

虫がねぎの株

元に産卵し、孵

化した幼虫が

茎盤付近を食害することで、ねぎが枯死する（写真１)。

残渣を極力株元に落とさないよう剪葉する。また、定

植直前の有機物の施用は、ハエ類の発生源となるので

控える。

被害の見られるほ場では、定植時に殺虫剤の灌注処理

や、定植ほ場への粒剤の施用を行う。

１ 人工交配
（1）

（2）

（3）

（4）

２ 果実斑点細菌病（突起果）対策

かぼちゃ定植後の管理

昆虫の活動が少ない時は、人工交

配によって着果を確実にする。

受精能力は、開花後急激に低下す

るため、なるべく早朝（晴天の６～

９時頃を目安）に行う。

開花した雄花の花びらを除去し

（写真２）、雌花のめしべに花粉を

まんべんなく付ける。

ひとつの雄花で３～４個の雌花を交配できるが、花粉

の状態により加減する。

（1）

（2）

育苗中に発病している苗は使用しないようにし、薬剤

散布を行う（写真３）。

開花７～10日前頃から開花10日頃までの果実に感染

しやすく（写真４）、特にこの時期に降雨が多いと発生

も多くなるため、薬剤散布を行う。

写真２ 花びらを
除去した雄花

写真4 感染時期の果実（円内感染症状）

●早期異常出穂を防ぐため、ハウス内が25℃以上にならないように管理しましょう。

●やむを得ず育苗日数が長期化する場合は苗床追肥を行い、苗の老化を防ぎましょう。

●降霜、強風に注意しながら夜間もビニールを開放して、苗の硬化に努めましょう。

●植付深は１～２cmとし、移植を終えたほ場から直ちに入水しましょう。

●移植は５月25日頃までに８割方終えるよう、計画的に実施しましょう。

●高品質米生産に向けた適正な栽植密度は、中苗25株以上／㎡≒80株以上／坪、成苗22

　株以上／㎡≒株間14㎝です。

●極端な疎植は蛋白質が上昇するので避けましょう。

●苗運搬時や移植作業時に、品種の取り違いがないよう十分に注意しましょう。
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Information

上ノ国支店 移転オープン

取扱業務

営　業　日

営業場所

　このたび、３月31日（金）をもって上ノ国支店の信用・
共済窓口を廃止し、資材業務を主とした新店舗を４月３
日（月）より上ノ国給油所の隣にオープンしました。廃止
となる信用・共済業務については、組合員を始め地域住
民への金融サービスの維持のほか、ＪＡバンク自己改革
で掲げる「農村・地域の基盤維持に資する金融サービス
の提供・地域貢献」、「災害時の金融機能維持」への対応
などを総合的に勘案し、北海道信連と農林中央金庫の支
援を受けて道内初となる移動金融車「ＪＡライナー」を導
入しました。
　オープニングセレモニーでは新店舗及び移動金融車
の安全営業祈願と「ＪＡライナー」のお披露目会が執り行
なわれました。

　

日
ご
ろ
か
ら
当
Ｊ
Ａ
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
と
し
て
加
入
す
る
際

に
ご
提
出
頂
き
ま
し
た
住
所
・
氏
名
な
ど
の
事
項

に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
書
面
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

組
合
に
加
入
後
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

・
転
居
し
た

・
結
婚
し
て
姓
が
変
わ
っ
た

・
就
農
・
離
農
し
た

・
農
業
経
営
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た

・
組
合
員
で
あ
る
家
族
が
亡
く
な
っ
た

　

右
記
に
該
当
す
る
場
合
は
組
合
員
資
格
が
変
動

す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方

は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

畠山組合長・工藤町長ら関係者によるテープカット

お披露目された移動金融車「ＪＡライナー」

乗務員の江差・山田支店長（右）と
鷲田職員（左）

車内での窓口対応の様子

新支店の外観と店舗内今後の安全営業を祈願

■普通貯金（当座性）の入出金（一定条件あり）・解約
■定期性貯金（定期積金含む）の受入
■通帳記帳・繰越
■公共料金・税金の納付　　　 など

■上ノ国支店前

曜　　日

時　　間

火　曜　日

10：00～12：00

木　曜　日

10：00～12：00

移動金融車

稼働スタートJA新はこだて

地域の皆様へお願い

ジャガイモシストセンチュウから産地を守るために
道南は馬鈴しょの産地です。厚沢部町と八雲町では種子馬鈴しょも生産され、全国に出荷しています。

※ＪＡの洗車場は、広域用（八雲町花浦８７－２…右図）と厚沢部管
　内（松園選果場、館支店、鶉支店、江差支店）に設置されています
　（注：館・鶉の洗車場使用には専用カードが必要です）。

①自家菜園であっても自家種は使用せず、正規の種子馬鈴
　薯を利用しましょう。
②地域の畑には無断で入らないでください。
③馬鈴しょの作付サイクルは４年輪作に努めましょう。
④馬鈴しょの「野良生え」は、必ず抜き取りましょう。
⑤視察等の際には「ブーツカバー」の装着を徹底しましょう。
⑥発生地域からの土の侵入を防ぐため、自動車や農作業機
　械の洗浄を徹底しましょう。

●ジャガイモシストセンチュウは土中で１０数年も生存する厄

　介な害虫で、根絶のための有効な対処法がなく、侵入し密度

　が増すと馬鈴しょの収穫量が激減します。

　　発生した地域（字単位）では種子馬鈴しょの作付自体が出

　来なくなるなど、最大の脅威です。

●また、平成２７年８月には類似種の『ジャガイモシロシスト

　センチュウ』が網走市内の一部圃場にて確認されました。よ

　り冷涼な環境に強いといった特徴があり、引き続き脅威とな

　る可能性があります。

☆まん延防止対策にご協力をお願いします☆

お問い合わせ先
本　店　営　農　課 0138-77-5557

旧
国
道
5号

線

至
八
雲
市
街
↓

八雲洗車場 地図
【拡大図】

【広域図】

排
水

至
函
館
↓

↑
至
長
万
部

←熊石方面

函館米穀
八雲工場跡地

砂置場

洗車場

国
道
5
号
線

洗
車
場

国道227号

八
雲
市
街

（
遊
楽
部
川
）

八
雲
大
橋

至
函
館

至長万部

ツバメ
工場 国

道
5
号
線

2
車
線
バ
イ
パ
ス

ジャガイモシロシストセンチュウの付着状況（根）

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て　

総
務
課
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InformationCommunication

応募締め切り 5月22日（月）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

こたえ

農協ラーメン ・ 農協トマトカレー ・ 函館産いかめし
ご希望のプレゼント ※下記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

みんなのまるめ郎広場

新入職員紹介のページが良かったですね。本当にフレッシュ！！
こっちも思わず笑顔になってしまいました。

長万部町 くろベコ君さん

前任者の方、お疲れ様でした。
北斗市 Ｋさん

フレッシュな新入職員！いいですね。元気をもらえます！
せたな町 くりりんさん

今までのクイズ簡単だったけれど、今回からむずかしくなり頭
の体操になりました。（笑）

北斗市 おていちゃんさん

クイズおもしろかったです！これからも楽しみにしています♡
森町 ニコちゃんさん

特集、新入職員紹介のコーナーで紹介されましたニューフェイスの皆様、
これから頑張ってよりよい日本の農業を支えて下さい。お願い致します。

八雲町 シーチャンさん

今年も籾播き頑張るぞ！！　By小4ソラ
厚沢部町 ソラパパさん

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

長万部町　くろベコ君さん
北斗市　Ｋさん
せたな町　くりりんさん

クイズ当選者
今月号の当選者 今月は8件の応募があり、厳正な抽選の

結果、次の 3名の方が当選となりました。

前回の答え
10

第
３
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
平
成
29
年
４
月
10
日（
月
）10
時
30
分
〜　

●
場
所
／
北
斗
市
総
合
分
庁
舎

理
事
会
開
催
報
告

万
一
に
備
え
よ
う 

わ
が
家
の
防
災

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
和
田 

隆
昌

和
田 

隆
昌
（
わ
だ 

た
か
ま
さ
）…

 

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
の
編
集
者
の

経
歴
を
生
か
し
、
主
に
自
然
災
害
の
防
災
対
策
を
専
門
と
す
る
。
各
種
団
体
や
地
域
の
団
体
と
協

力
し
民
間
側
に
お
け
る
現
実
的
な
防
災
対
策
を
提
唱
。

コ ラ ム

3 3
3クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、

以下の　　種類からお好きな商品を　　袋
お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。

プレゼント

熊
本
地
震
に
学
ぶ
直
下
型
地
震

　

２
０
１
６
年
、
熊
本
を
中
心
に
２
度
の
震
度
７

の
大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
た
群
発
地
震
が
九
州
を

襲
い
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
よ
う
な
陸
地
内
の
断
層
と
呼
ば
れ

る
場
所
で
発
生
す
る
直
下
型
地
震
で
は
、
津
波
発

生
の
リ
ス
ク
こ
そ
な
い
も
の
の
、
震
源
地
近
く
で

は
家
屋
に
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
、
今
回
も
耐
震
性
の
低
い
木
造
家
屋
が
多
数
倒

壊
し
、
家
屋
内
で
多
く
の
死
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
住
民
の
地
震
に
対
す
る
危
機
意
識
は
極

め
て
小
さ
く
、
備
蓄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
屋
の
耐
震
性
の
向
上
に
つ
い

て
も
関
心
は
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
備
え
る
備
蓄
も
甘
く
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
熊

本
地
震
で
は
地
震
に
よ
る
直
接
的
な
死
者
数
の
約
２
倍
に
当
た
る
１
０
６
人

が
環
境
変
化
に
よ
る
体
調
不
良
や
病
気
な
ど
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
災
害
に
備
え
た
万
全
の
備
蓄
を
し
て
お
く
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

報
告
事
項

第
１
号　

第
４
四
半
期
定
期
（
決
算
）
監
査
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号　

不
良
債
権
対
処
方
針
に
つ
い
て　

第
３
号　

役
員
傷
害
共
済
の
継
続
加
入
に
つ
い
て

第
４
号　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
加
入
に
つ
い
て　
　

第
５
号　

自
給
飼
料
生
産
性
向
上
対
策
支
援
事
業
の
延
長
に
つ
い
て

議　
　

案

（
１
）
平
成
28
年
度
決
算
監
査
報
告
（
（
有
）
新
は
こ
だ
て
協
同
）
に
つ
い
て　

（
２
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て　

（
３
）
職
員
の
退
職
に
つ
い
て　

（
４
）
第
1
回
農
家
経
営
再
建
対
策
特
別
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

（
５
）
金
融
機
関
貸
付
の
実
行
に
つ
い
て　

（
６
）
理
事
に
対
す
る
貸
付
の
実
行
報
告
に
つ
い
て
（
案
件
１
）　

（
７
）
理
事
に
対
す
る
貸
付
の
実
行
報
告
に
つ
い
て
（
案
件
２
）　

（
８
）
流
動
性
カ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（
Ｌ
Ｃ
Ｒ
）
算
出
要
領
制
定
報
告
に
つ
い
て

　　 E-mailアドレス  akinori.nakata@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

パズル？　頭の体操（出題®ニコリ）
二重マスの文字をA～Fの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

農協ラーメン
（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）

農協のトマトカレー
（1袋1食入り）

1415

1
4
6
7
9
11
12
15
18
20
21
22

井戸などでくみ上げて使います
土を小高く盛り上げたもの
人がたくさん住んでいます
車に乗って出掛けます
孫悟空の乗り物です
中国の̶̶に由来することわざは多い
まき割りや枝打ちに使う刃物
東南アジアの国。首都はクアラルンプール
人を怒らせることを「̶̶に触れる」ともいいます
インドから伝わる心身調整法
太陽や星がよく見える天候
台所ですることの一つ

1
2
3
4
5
8
10
13
14
16
17
19

端午の節句に食べます
映画の撮影時にカチンと鳴らします
人事̶̶で所属部署が変わった
二つで１組のものを数えるときに使う言葉
初節句に̶̶飾りとこいのぼりを用意した
野球の走者のこと
家を留守にする際は忘れずに
袖振り合うも̶̶の縁
チョウの仲間。カラス、アオスジといえば
ボルトやナットを回す工具
すし屋の符丁で茶のこと
布地を裁断した物

ヨコのカギ

タテのカギ



ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

5
May 2017

No.
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新はこだて

道南を農す

第１５回通常総代会特集

瀬棚 岡﨑 達郎さん

題名：マルメロード第52章

まるめ郎アルバム

Ｄａｙ：２０１7．4．3

編集後記
　新しくえすぽわ～る担当することにな
りました中田です。組合員の皆さんに楽
しみにしてもらえるような広報誌を作れ
ればと思っております。組合員の皆さん
には忙しい中で取材対応してもらうこと
もあると思いますが、ご協力よろしくお
願い致します。えすぽわ～るに対するコ
メントもお待ちしております。

（明） 移動金融車「ＪＡライナー」を
みてきました！
ボクも貯金しに行こうっと

JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材　料（4人分）

作　り　方

卵 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3個
ジャガイモ（厚さ5～8mmにスライス） ・・ 2個
タマネギ（スライス） ・・・・・・・・・ 1/4個
ベーコン（4等分）・・・・・・・・・・・・ 3枚
マヨネーズ ・・・・・・・・・・・・ 大さじ1
粒マスタード ・・・・・・・・・・・・・適宜
オリーブ油 ・・・・・・・・・・・・ 大さじ3
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

ジャガイモの洋風卵焼き

直径18cmのフライパンにオリーブ油大さじ2
をひき、ジャガイモ、タマネギ、ベーコンを入
れ、弱火にかける。7～8分炒め煮にして火を
通す。
溶きほぐした卵と（1）をボウルに入れて混ぜ
合わせ、塩で味を調える。
フライパンにオリーブ油大さじ1を熱し、（2）を
流し入れて底面を焼き固め、焼き色がついた
ら表裏を返す。フライパンより一回り小さいふ
たなどで上からぎゅっと押しながら底面を焼
き固める。
（3）を8等分に切り分け、マヨネーズとマス
タードのソースを添える。

（１）

（２）

（３）

（４）

トマトとタマネギのみじん切りを付け合わせると一味違

います！

「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい ともかず）
「キッチン晴人」のオーナーシェフ。
1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒業
後、都内のすし店で修業後、帰郷し懐石料
理を学ぶ。2013年12月に畑とつながるをコ
ンセプトとした「キッチン晴人」をオープンし、
地元農産物を生かした料理を提供中！

料理
ステップアップ

楽しく

point

第
1
7
7
号

電
話
／
0138-77-5555　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5566

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
企
画
室
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

平
成
29年

5月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号
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